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極端気象に強い都市創り社会実験
Social Experiments on Extreme Weather Resilient Cities
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近年、都市域を中心としてごく狭い地域に突発的に発生する局地的大雨や強風などの極端気象による被害が発生して
いる。気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第４次評価報告（2007）によると、地球温暖化の進展に伴いほとんどの
陸域で大雨頻度の増加や、巨大台風の発生数の増加の可能性が高いことが予測されている。一方、都市化によるヒート
アイランドが大雨を増加させる可能性についても活発に議論されている。社会インフラが高度に発達した都市は極端気
象に対する脆弱性が大きく、気候変動に伴う被害の甚大化を防ぐための対策が急務である。
本課題は、理学・工学・社会学の研究者で構成される研究チームにより、首都圏に稠密気象観測網を構築して極端気

象の発生プロセスとメカニズムを解明し、現象を早期に検知しエンドユーザーに伝達する「極端気象監視・予測システ
ム」を開発し社会実験することにより、気候変動により増加および巨大化が懸念される極端気象に対して強い都市創り
への提言をまとめることを目的とする。
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